
．
「
実
践
の
技
術
学
」
に
つ
い
て
．

1
－
痘
内
栓
≡
先
生
の
「
国
語
教
育
講
話
」
を
中
心
に
上

野
　
　
地

潤
　
　
家
．

国
語
教
育
学
の
技
術
学
的
性
格
を
考
え
て
い
く
の
に
、
こ
こ
で
、
玩
内
彗
一

先
生
の
「
国
語
教
育
講
話
」
（
昭
和
1
1
年
1
月
1
日
、
同
志
同
行
祉
刊
、
菊
判

四
二
・
へ
）
の
ば
あ
い
を
と
り
あ
げ
た
い
。

「
国
語
教
習
講
話
」
で
は
、
国
語
教
育
に
お
け
る
「
実
践
の
技
術
学
」
が
中

心
主
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
「
芦
田
先
生
の
教
壇
を
基
産
と

し
て
」
（
同
上
翼
三
五
二
ペ
）
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
践
の
車
乗
を

ふ
ま
え
て
の
考
察
で
あ
る
。
理
論
と
異
際
と
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
、
「
実
践
の

技
術
学
」
を
ピ
ケ
考
え
て
い
く
べ
き
か
ー
こ
の
間
題
が
「
読
方
教
育
」
の
面

か
ら
、
考
察
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
「
国
語
教
育
講
話
」
の
成
立
・
位
写
内
容
に
つ
い
て
考
察

し
・
そ
の
「
実
践
の
技
術
学
」
の
学
的
性
柏
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

〓

「
国
語
教
育
講
話
」
は
、
そ
の
序
に
、
「
芦
田
先
生
の
教
壇
行
脚
十
年
を
記

念
す
る
た
め
に
こ
の
雷
を
顧
げ
ま
す
。
こ
の
蔓
に
収
め
た
講
話
五
岩
は
青
山
広

志
氏
の
輩
録
せ
ら
れ
た
恵
雨
会
研
究
会
に
於
け
る
講
演
記
録
に
基
づ
き
補
訂
を

加
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
同
上
書
、
垣
内
先
生
序
二
．
へ
）
と
述
べ
ら

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
刊
行
の
動
擬
と
成
立
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
．芦
田
先
生
が
教
壇
行
脚
に
出
ら
れ
た
の
は
、
大
正
一
四
年
二
九
二
五
）
九

月
で
あ
る
か
ら
、
昭
和
一
〇
年
二
九
三
五
）
は
、
ち
ょ
う
ど
行
脚
十
年
に
あ

た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
教
壇
行
脚
十
年
を
記
念
し
て
、
垣
内
枚
三
先
生

は
、
こ
の
「
国
語
教
育
講
話
」
を
、
芦
田
恵
之
助
先
生
に
献
げ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
「
国
語
教
育
許
諾
」
は
、
つ
ぎ
の
玉
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
二
軍
　
国
語
数
睾

第
二
翠
　
実
践
の
技
術
学
（
上
）

第
三
章
　
実
践
の
技
術
学
（
中
）

第
四
葺
　
実
践
の
技
術
学
（
下
）

第
五
軍
　
国
心
と
国
語

こ
れ
ら
の
各
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
還
暦
記
念
教
育
大
会
、
恵
雨
会
講
演
会
、
国
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語
教
育
講
習
会
な
ど
で
講
演
さ
れ
た
も
の
の
整
録
を
相
田
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。そ
れ
ら
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
題
目
で
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
年
　
国
語
教
窒
－
－
第
二
回
忌
雨
会
講
疲
（
昭
和
9
・
1
0
・
1
4
、
璽
京

戸
山
小
）
　
「
国
語
教
育
の
根
基
」
、
「
同
志
同
行
」
3
′
の
1
0
、
昭
和
1
0
・

l

・

1

、

3

の

1

1

、

昭

和

1

0

・

2

・

1

、

収

録

。

第
二
幕
　
実
践
の
技
術
学
（
上
）
－
－
第
三
回
恵
雨
会
講
演
（
昭
和
1
0
・
3

・
軍
、
東
京
戸
山
小
）
　
「
読
方
教
育
に
於
け
る
実
践
の
技
術
学
」
1
1
中

学
年
野
方
教
育
に
即
し
て
－
1
、
「
同
志
同
行
」
3
の
1
1
、
昭
和
用
・
2

・
1
、
予
告
、
昌
の
1
2
、
昭
和
1
0
・
3
・
1
、
収
録
。

竺
二
軍
　
契
践
の
技
術
学
（
中
）
I
－
国
語
教
育
講
習
会
語
録
（
昭
和
1
0
・

6
・
7
、
8
、
9
、
神
奈
川
伊
勢
原
小
）
　
「
説
方
教
育
に
於
け
る
実
践
の

技
術
学
」
　
（
七
時
間
）

第
四
革
　
突
段
の
技
術
学
（
下
）
I
l
教
壇
行
脚
十
周
年
記
念
第
四
回
恵
雨

会
講
演
（
昭
和
1
0
・
9
・
2
2
、
2
3
、
東
京
戸
山
小
）
　
「
立
言
の
単
純
化
」

「
同
志
同
行
」
4
の
7
、
昭
和
1
0
・
1
0
・
1
、
要
項
の
み
収
録
。

第
五
軍
　
国
心
と
国
語
↑
－
還
暦
記
念
教
育
大
会
講
演
　
（
昭
和
8
・
1
2
・

2
8
、
東
京
日
本
青
年
館
）
　
「
国
心
と
国
語
」
、
「
同
志
同
行
」
2
の
1
2
、

昭

和

9

・

3

・

1

、

3

の

2

、

昭

和

9

・

5

・

1

、

収

録

。

こ
れ
ら
の
講
演
は
J

I
「
国
心
と
国
語
」
・
「
国
語
教
育
の
棍
基
」

l
「
詑
方
教
育
に
於
け
る
実
践
の
技
術
学
1
中
学
年
読
方
教
育
に
即
し
て

1
」
・
「
読
方
教
育
に
お
け
る
突
院
の
鼓
術
学
」

l
「
立
言
の
単
純
化
」

の
三
群
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、
I
の
「
国
語
教
育
の
根
基
」
は
、
．
本
書
「
国
語
教
育
講
話
」
の

序
章
の
位
置
に
立
ち
、
甘
・
丁
は
、
「
突
既
の
技
術
学
」
　
（
上
・
中
・
下
）
と

し
て
本
論
を
な
し
、
I
の
「
国
心
と
国
語
」
は
、
結
葺
の
意
童
を
も
に
な
っ
て

い
る
。右
の
講
演
の
う
ち
、
Ⅱ
の
二
つ
は
、
芦
田
恵
之
助
先
生
の
教
壇
を
実
地
に
観

察
さ
れ
、
そ
れ
が
随
処
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ⅲ
の
は
あ
い
は
、
教
壇
行

脚
十
周
年
を
記
念
し
て
、
・
芦
田
先
生
の
三
つ
の
主
要
著
容
「
誼
み
方
教
授
」

へ
大
正
5
年
4
月
2
1
日
、
育
英
書
院
刊
）
・
「
第
二
読
み
方
教
授
」
　
（
大
正
1
4

年
9
月
1
5
日
、
芦
田
書
店
刊
）
・
「
国
語
教
育
易
行
道
」
　
（
昭
和
1
0
年
5
月
2
0

日
、
同
志
同
行
社
刊
）
を
ふ
ま
え
て
い
ら
れ
る
。

（
な
お
、
第
一
回
恵
雨
会
講
演
は
、
昭
和
九
年
、
「
国
語
教
育
の
基
褒
工

作
」
と
い
う
題
で
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
筆
録
は
、
「
同
志
同
行
j
（
3
の
5
、

昭
和
9
・
8
・
1
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
）

≡

「
国
語
教
育
講
話
」
は
、
教
壇
行
脚
十
年
を
記
念
し
て
、
芦
田
先
生
に
献
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
昭
和
八

年
末
か
ら
昭
和
九
年
、
一
〇
年
の
講
演
撃
録
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
昭
和
一

〇
年
に
お
け
る
講
演
活
動
が
中
心
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
甲
心
は
、
「
実
践
の

技
術
学
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
垣
内
於
三
先
生
は
、
昭
昭
八
年
l
二
月
二
九
日
に
、
「
国
語
教

育
の
理
論
と
実
践
」
　
（
不
老
閻
喜
房
刊
、
菊
判
二
八
〇
．
へ
）
を
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
芦
訂
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
書
物
に
は
、

一
国
心
と
国
語

二
　
国
語
教
育
の
実
験
的
研
究
（
上
下
）
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三
　
国
語
教
育
と
類
型
の
開
率

四
　
国
語
教
育
と
国
民
文
化
．

五
　
言
詔
共
同
性
（
結
語
）

付
録
国
語
教
育
語
学
者

が
収
め
ら
れ
、
主
と
し
て
、
雑
誌
「
国
文
学
誌
」
「
立
」
「
コ
ト
．
ご
な
ど
に

発
表
さ
れ
た
も
の
の
再
録
で
あ
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
二
年
間
の
研
究

活
動
の
集
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
は
、
「
独
立
講
座
、
国
語
教
育
科

学
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
（
昭
和
9
年
4
月
か
ら
昭
和
1
0
年
1
0
月
ま
で
、
一
二
巻

の
う
ち
、
九
巻
を
刊
行
し
た
。
）
こ
れ
は
、
垣
内
国
語
故
習
学
の
填
大
成
で
も

あ
っ
た
。
「
国
禁
教
育
講
話
」
は
、
こ
け
「
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践
」
・
「
独
立
講

座
　
国
語
教
育
科
学
」
を
う
け
て
、
昭
和
八
～
一
〇
年
、
と
く
竺
〇
年
の
講

演
活
動
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
成
立
に
お
い
て
、
特
殊
な
性
格
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
は
、
実
践
へ
の
甲
心
が
つ
よ
く
示
さ
れ
て

い
る
。
芦
田
先
生
の
実
践
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
、
考
察
が
進
め
ら
れ
て
い
る

の
も
、
理
論
・
澤
理
と
実
際
・
実
地
と
の
交
渉
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。差
、
転
内
枚
三
先
生
は
、
「
国
語
教
育
講
話
」
の
姉
妹
管
し
て
、
「
卵

管
琵
性
格
」
を
刊
行
孟
る
是
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
。
の
。
と

は
、
「
同
志
同
行
」
　
二
5
の
1
0
、
昭
和
1
2
・
1
・
1
）
の
裏
表
紙
に
予
告
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

一
国
語
数
皐
の
瑞
気
I
－
「
同
志
同
行
」
5
の
1
0
、
昭
和
1
2
・
1
．
1

二
　
国
語
教
育
の
定
位
ナ
風
格
．

三
　
国
民
言
語
文
化
の
、
虹
情
圏
I
l
「
同
志
同
行
」
5
の
2
、
5
の
4
、

5

の

5

、

昭

和

1

1

・

5

・

1

、

7

・

〔

8

・

1

四
　
国
語
教
育
者
の
心
位

五
　
国
語
教
育
の
実
践
的
性
格

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
召
物
は
、
未
刊
に
お
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
国
語
教

育
の
「
実
践
的
性
梅
」
を
中
心
主
題
と
さ
れ
る
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

国
語
教
育
の
定
位
と
風
格
が
問
題
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
「
国
語
聖
晶

話
」
で
問
題
に
さ
れ
た
「
実
践
の
技
術
学
」
か
ら
、
さ
ら
に
、
「
実
践
の
性

格
、
風
格
」
と
い
っ
た
問
題
の
究
明
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

「
誓
契
践
的
性
枯
」
は
、
主
と
し
て
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
発
表

さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
よ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
も
、
雑
誌

「
同
志
同
行
」
に
は
、
転
打
先
生
の
講
演
記
録
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
手
記
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。

「
鋼
管
荒
性
絡
」
は
未
刊
に
お
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四

〇
）
二
月
に
は
、
「
言
語
形
象
性
を
語
る
」
　
（
昭
和
1
5
年
2
月
1
1
日
、
国
語
文

化
研
究
所
刊
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
言
語
形
象
性
」
　
（
形
象
理
論
）
に

つ
い
て
口
述
さ
れ
た
も
の
の
笠
壁
一
院
と
付
録
一
つ
と
か
ら
成
っ
て
い
て
、
垣

内
学
説
の
展
開
過
程
を
理
解
し
て
い
く
自
伝
的
な
資
料
で
あ
る
。

「
国
語
教
育
講
話
」
は
、
芦
田
先
生
の
教
壇
事
象
と
の
結
び
つ
き
の
も
っ
と

も
緊
密
な
も
の
と
い
え
る
。
実
地
の
契
践
者
に
向
か
っ
て
、
芦
田
先
生
の
実
地

授
業
と
と
も
に
講
演
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
こ
に
実
践
の
技
術
学
を
志
向
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
色
を
認
め
至
」
と
が
で
き
る
。

な
お
、
垣
内
先
生
が
、
「
同
志
同
行
」
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
諭
稿
は
、
つ
ぎ
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の
よ
う
で
あ
る
。
（
た
だ
し
、
昭
和
l
O
年
以
前
墜
　
い
ま
省
略
に
し
た
が
・

っ
た
。
）

000000000000〇〇〇〇

国
民
言
語
文
化
の
心
情
田
H

「
青
葉
」
の
教
壇
事
象

国
民
言
語
文
化
の
心
情
四
日

国
民
言
語
文
化
の
心
情
田
肖

即
　
表
　
面
　
張
　
力

国
語
教
室
の
薗
気

労
華
の
串
象
性

署
渓
会
館
の
夕

五
百
紐
漠
の
窒
幅
に
つ
い
て

国
　
語
　
の
　
カ

指
導
過
程
の
問
題

国
語
教
育
者
の
た
め
の
倫
理
学
（
上
）

国
語
教
育
者
の
た
め
の
倫
理
学
（
後
）

小
学
国
語
読
本
の
完
成
と
実
践

「
国
語
教
皇
」
を
読
む

展
　
開
　
の
　
方
　
向

（
講
　
　
演
）

（
抄
　
　
録
）

（
講
　
　
演
）

（
講
　
　
演
）

（
あ
い
さ
つ
）

（
　
稿
　
）

（
　
稀
　
）

（
あ
い
さ
つ
）

（
　
談
　
）

（
講
　
　
演
）

（
講
　
　
演
）

（
講
　
　
演
）

（
講
　
　
演
）

（
講
　
　
演
）

（
　
稿
　
）

「
同
志
同
行
」
5
の
2

「
同
志
同
行
J
5
の
3

「
同
志
同
行
」
5
の
4

「
同
志
同
行
」
5
の
5

「
同
志
同
行
」
5
の
7

「
同
志
同
行
」
5
の
1
0

「
同
志
同
行
」
5
の
1
2

「
同
志
同
行
」
G
の
3

「
同
志
同
行
」
6
の
7

「
同
志
同
行
」
6
の
1
0

「
同
志
同
行
」
7
の
1

「
同
志
同
行
」
7
の
4

「
同
志
同
行
」
7
の
5

「
同
志
同
行
」
7
の
9

「
同
志
同
行
」
8
の
用

（
講
　
演
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「
同
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同
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」
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の
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1
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1

2

・

3

・

1
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和

1

2

・

6

・

1
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和

1

2

・

1

0

・

1

昭

和

1

3

・

1

・

1

昭

和

は

・

4

・

1
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和

1

3

・

7

・

1

昭
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1

3

・
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1
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1
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・
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1
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右
の
よ
う
に
、
講
演
笠
録
が
そ
の
大
部
分
を
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
．

垣
内
先
生
は
、
本
等
「
国
語
教
育
講
話
」
の
中
で
、
ま
ず
「
国
語
敬
白
」
の

問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
で
、
「
実
践
」
の
問
題
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。

「
葵
威
し
に
つ
い
て
孝
見
る
場
と
し
て
、
「
同
署
教
皇
」
が
と
り
あ
げ
ら

れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
「
国
語
教
育
の
こ
と
を
考
え
て
見
る
の
な
ら
ば
、
国
語

教
室
を
訪
ね
て
暫
く
立
っ
て
暦
た
ら
何
よ
り
も
よ
い
手
が
か
り
が
見
つ
け
ら
れ

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
な
く
、
そ
れ
が
最
も
正
し
い
手
続
で
あ
る
。
」
（
同
上
雷
、

四
～
五
べ
）
、
「
国
語
教
育
の
事
契
に
立
っ
て
諭
試
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

所
論
に
精
粗
は
あ
っ
て
も
何
か
益
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
で
あ
一
る
。
国

語
教
育
の
何
題
を
考
え
る
た
め
に
推
彗
晶
膏
望
茅
よ
く
見
な
け
れ
ば
も
の



が
い
え
な
い
。
そ
の
中
で
も
教
育
の
突
抜
の
仕
方
を
広
く
l
扱
く
降
し
く
見
取
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
が
、
そ
の
機
会
は
容
易
に
恵
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
故

に
国
語
教
育
の
実
際
に
携
わ
ら
な
い
も
の
の
言
論
は
空
理
空
論
に
陥
り
、
国
語

マ
マ

教
育
の
実
際
に
与
る
も
の
の
言
説
も
個
人
的
主
観
的
に
流
れ
易
く
、
訊
諭
あ
っ

て
実
績
が
挙
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
国
語
敦
壷
に
於
け
る

実
践
の
仕
方
を
精
し
く
観
察
し
深
く
考
え
た
意
見
で
な
け
れ
ば
理
論
か
ら
も
異

既
か
ら
も
無
用
の
論
議
と
し
て
排
斥
せ
ら
れ
る
の
は
当
然
な
こ
と
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
同
上
冒
、
五
べ
）
と
述
べ
、
国
語
教
育
研
究
に
お
け
る
「
国

語
教
皇
」
本
位
の
考
え
か
た
が
掟
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
「
実
践
」
の
意
義
に
つ
い
て
吟
味
し
、
「
一
切
の
開
祖
は
如
何
に

し
て
．
教
壇
に
於
て
実
践
す
る
か
と
い
う
一
点
に
帰
沼
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
究

マ
マ

党
の
課
題
に
向
っ
て
全
力
を
集
注
す
る
の
外
は
な
い
。
」
　
（
同
上
帯
、
七
べ
）

マ
マ

と
し
、
「
国
語
教
育
に
於
て
実
践
を
主
張
す
る
な
ら
ば
‥
そ
の
根
頂
に
還
っ
て

先
ず
、
自
分
が
道
を
行
ず
る
正
し
い
心
稿
を
と
っ
て
居
る
か
ど
う
か
を
反
省
す

る
と
こ
ろ
か
ら
異
踵
が
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
。
央
蟻
者
は
修
行
者
で
あ
る
。
こ

う
し
た
意
味
に
於
て
の
実
践
と
い
う
こ
と
は
班
論
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
い
わ
ゆ
る
実
際
に
対
す
る
も
の
で
も
な
い
。
む
七
ろ
理
論
と
実
際
と
を
超

克
し
て
一
道
の
白
路
を
見
出
す
と
こ
ろ
に
央
膵
の
道
が
あ
り
、
そ
の
道
を
和
み

し
め
て
行
く
と
こ
ろ
に
修
行
が
あ
る
。
」
　
（
同
上
欝
、
入
べ
）
と
述
べ
、
「
国

語
教
育
に
於
け
る
実
践
の
道
は
教
壇
に
立
っ
て
居
る
自
己
を
反
省
す
る
と
こ
ろ

に
最
も
近
い
道
が
あ
る
と
思
う
。
」
　
（
同
上
書
、
一
〇
．
へ
）
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
垣
内
先
生
の
意
図
さ
れ
る
「
実
践
の
技
術
学
」
．
と
い
う
の
は
、
ど

う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
契
践
の
技
術
学
」
と
い
う
術
語
を
用
い
た
理
由

と
し
て
、
二
つ
が
云
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
「
実
践
と
い
う
こ
と
に
筋
道
を
立
て
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら

こ

よ
い
か
と
い
う
こ
と
を
亨
え
る
に
当
り
t
、
外
の
万
へ
考
方
が
ま
ざ
れ
こ
ま
な

い
心
構
え
を
定
め
る
の
」
　
（
同
上
書
、
〓
～
一
二
ペ
）
に
、
「
技
術
学
」
と

い
う
語
を
用
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
「
技
術
学
」
の
語
の
か
あ
り
に
、
「
方
法
論
」
の
語
を
用
い

て
も
わ
ろ
く
は
な
い
が
、
「
理
念
と
実
際
と
の
関
係
を
整
え
る
方
法
論
を
衣
桁

の
近
く
ま
で
も
た
ら
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問
題
が
い
わ
ゆ
る
実

践
の
筋
道
を
立
て
る
最
も
主
要
な
点
e
あ
る
」
（
同
上
書
二
三
．
へ
）
と
考
え
、
．

「
そ
の
場
合
に
技
術
学
と
い
う
の
は
方
と
法
と
型
と
こ
れ
を
『
か
た
』
と
し
て

そ
の
『
か
た
』
の
本
質
を
研
究
す
る
の
が
技
術
学
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
好
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
雷
、
一
四
べ
）
と
さ
れ
、
さ
ら

に
、
「
単
な
る
方
法
論
と
い
う
も
の
で
は
あ
ま
り
に
実
際
に
縁
が
遠
い
、
ま
た

技
術
と
い
う
も
の
で
は
あ
ま
り
に
理
念
と
緑
が
遠
い
。
実
際
に
縁
が
遠
い
も
の

で
は
指
ロ
に
適
し
な
い
。
そ
こ
や
方
と
法
と
型
を
結
び
つ
け
て
、
実
践
を
実
践

た
ら
し
む
る
に
は
、
そ
こ
に
技
術
学
と
で
も
称
す
る
も
の
が
必
要
で
あ
る
と
思

マ
ヤ

う
。
し
か
し
こ
の
一
点
を
者
屈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
常
行
う
詑
万
教
育
の
方

に
一
面
に
理
念
を
見
失
う
こ
と
な
く
一
面
に
は
指
導
に
徹
す
る
迫
を
考
え
る
と

い
う
意
味
を
含
め
て
実
際
と
理
論
を
考
え
る
と
き
に
、
単
な
る
教
授
法
で
も
な

く
、
単
な
る
方
法
論
で
も
な
く
、
そ
の
二
つ
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
実
践
技
術

学
と
い
う
も
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
取
扱
ケ
学
問
の
上
に
も
、
ま
た
教
授
法
を
考

え
る
時
に
も
班
米
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
て
、
こ
れ
に
技
術
学
と

l
い
う
一
つ
の
符
牒
を
与
え
て
見
た
の
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
百
、
一
四
べ
）
と
述

べ
、
ま
た
、
こ
の
央
践
の
技
術
学
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
私

は
国
語
教
育
耕
象
と
し
て
い
き
い
き
と
働
い
て
居
る
『
通
』
を
こ
の
中
に
現
わ

し
て
見
た
い
と
念
願
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
語
教
育
に
於
け
る

央
践
の
技
術
学
と
い
う
の
は
現
在
の
国
語
教
育
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
の
考
え
方

－4G7－



か
ら
突
践
と
い
う
一
途
が
月
が
け
ら
れ
で
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
契
践
を
明

か
に
し
て
、
更
に
そ
の
実
践
を
実
践
た
ら
し
む
る
た
め
に
如
何
に
し
て
そ
の
目

的
を
貫
徹
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
の
が
国
語
教
育
に
於
け
る
実
践
の
技

術
学
と
い
う
標
語
の
意
味
合
い
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
容
、
一
五
．
へ
）
と
、
そ
の

理
由
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
垣
内
先
生
は
、
契
践
の
筋
道
を
し
っ
か
り
と
た
く
る
た
め
に
、

契
践
の
援
術
学
を
志
向
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
実
践
の
技
術
学
の
出
発
対
象

と
し
て
ほ
、

1
　
教
材
の
研
究
、
2
　
学
習
の
研
究
、
3
　
指
導
の
研
究
　
の
三
つ
の
間

道
を
設
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
国
語
教
育
の
媒
材
と
し
て
の
教
材
の
研

究
を
も
っ
と
も
主
事
な
位
置
を
し
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
盲
ず
第
一
に

教
材
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
特
に
そ
の
内
部
構
造
を
考
え
た
い
。
そ
の
立
場
か

ら
児
宜
の
学
習
状
態
を
観
察
し
、
そ
う
し
た
学
習
状
態
に
ぽ
面
し
て
指
導
の
間

島
を
考
え
る
。
そ
し
て
教
材
、
学
習
、
指
導
の
全
体
の
有
機
的
関
係
を
目
ざ
し

マ
1

て
考
を
進
め
た
い
」
　
（
同
上
容
、
一
六
べ
）
七
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
且
内
先
生
は
、
当
時
の
国
語
教
育
の
契
存
的
転
回
を
指
摘
し
、
サ

ク
ラ
読
本
の
出
現
に
上
る
国
語
教
育
の
新
生
を
説
き
、
国
語
教
育
の
根
茎
を
固

め
、
国
禁
の
力
を
自
覚
し
て
、
国
語
教
育
を
充
失
さ
せ
て
い
く
．
へ
き
こ
と
を
強

調
さ
れ
た
。
「
国
語
教
育
の
実
存
的
転
向
の
届
輿
つ
け
を
な
す
も
の
の
一
つ
は

国
語
教
材
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
署
、
二
六
．
へ
）
と
し
て
、
「
小
学
国
語
読
本
」

（
サ
ク
ラ
説
本
）
の
編
某
体
係
に
つ
い
て
述
べ
、
語
畳
∵
文
法
・
文
体
の
問
題

に
言
及
し
、
新
読
本
に
よ
る
国
語
学
習
の
深
化
の
現
象
を
指
摘
し
、
国
語
教
皇

の
空
気
を
明
澄
な
ら
し
め
る
実
践
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

垣
内
先
生
は
、
国
語
教
育
に
つ
い
て
、
契
践
の
技
術
学
を
考
え
て
い
く
の

に
、
と
く
に
芦
田
先
生
の
教
壇
を
基
礎
と
し
て
い
ら
れ
る
。

の
、
監
内
先
生
の
「
実
践
の
技
術
学
」
の
内
容
は
、

そ
の
立
場
か
ら

一
形
象
の
問
題

理
会
の
問
題

形
象
と
理
会

七
　
事
象
論
理
の
基
準
」

入
　
内
面
動
力
的
体
系

九
　
日
証
体
預

四
　
動
力
的
統
一
」

五
　
動
力
的
統
一
の
構
造

六
　
事
象
論
理
の
展
開

－　C⊃

師
弟
共
流

説
綴
一
如

三
　
内
面
動
力
的
統
一
」

の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

垣
内
先
生
は
、
ま
ず
、
教
材
研
究
に
即
し
て
、
「
形
象
」
の
問
題
を
と
り
あ

げ
ら
れ
た
。
「
ウ
グ
ヒ
ス
」
　
（
小
学
国
語
読
本
巻
二
）
、
「
乃
木
大
将
の
幼
年

毎
代
」
、
「
登
校
の
遺
」
の
、
低
・
中
・
高
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
を
手
が
か
り

と
し
つ
つ
、
教
材
研
究
に
お
け
る
実
践
の
技
術
学
の
問
題
を
考
察
さ
れ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
垣
内
先
生
は
、
「
契
陵
の
童
術
学
は
教
材
研
究
わ
実
践
に
際
し

て
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
手
を
技
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
詩
頃
日
と
、
又
こ

れ
等
の
細
目
に
就
い
て
十
分
に
手
を
尽
く
せ
ば
教
材
の
研
究
が
徹
す
る
と
い
う

諸
条
件
を
残
り
な
く
見
達
し
を
つ
け
、
そ
れ
を
組
み
立
て
て
実
践
を
促
進
す
る

マ
†

動
力
を
動
か
そ
う
と
し
て
る
の
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
容
、
六
八
～
六
九
．
こ
と

述
べ
、
ま
た
、
「
教
材
の
研
究
に
於
て
最
も
重
要
な
の
は
そ
の
教
材
の
本
質
を

捉
え
る
こ
と
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
従
っ
て
そ
れ
を
明
か
に
す
る
た

†
マ

め
に
単
に
外
面
的
な
文
の
形
像
解
説
で
は
な
く
、
そ
の
形
象
性
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
教
材
研
究
に
於
け
る
契
践
の
技
術
学
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
全
面
に
亘
り
て
手
を
尽
す
な
ら
ば
教
材
の
機
構
は
は
っ
き
り
把
握
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
」
　
（
同
上
菅
、
些
ニ
．
へ
）
と
し
、
さ
ら
に
、
「
教
材
の
機
構
を
十
分

－・4C8－



に
見
つ
め
て
、
そ
の
研
究
の
契
践
を
尽
す
手
続
に
就
て
ほ
、
文
の
本
頁
分
析
に

関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
明
晰
に
指
摘
さ
れ
て
居
る
。
こ
う
し
た
手
続
を
m
ん
で

最
等
を
尽
し
て
吟
味
す
る
串
は
決
し
て
方
法
論
的
な
も
の
で
な
く
て
、
輿
蛸
に

・
於
け
る
理
会
の
技
術
学
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
技
術
学
と
い
う
の

は
た
だ
文
を
通
読
し
帯
託
し
味
読
す
る
技
術
で
は
な
い
。
そ
の
川
音
の
間
伐
を

統
一
し
て
文
を
見
る
に
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
手
を
抜
い
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う

こ
と
、
若
し
ど
こ
か
に
手
を
技
い
た
ら
は
す
ぐ
に
全
体
の
組
立
が
崩
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
を
注
意
深
く
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
ラ
ジ
オ
の
ど
こ
か
に

故
障
が
あ
っ
て
も
音
が
聞
え
な
く
な
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
こ
か
手
を
抜
い

て
あ
っ
た
ら
、
そ
の
手
続
が
果
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
教
材
研
究
の
実
践
の

技
術
学
の
目
的
は
こ
れ
だ
け
は
手
を
抜
い
て
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
明
睦
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
雪
、
八
〇
べ
）
、
「
教
材
研
究
に
於
て
わ
れ
わ
れ

の
最
後
の
目
標
と
し
て
考
え
る
の
は
こ
の
多
渉
的
統
一
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
手
続
と
し
て
は
縦
と
横
と
の
問
に
樽
き
合
っ
て
い
る
一
言
一
句
句
読
の
後

に
至
る
ま
で
生
々
と
し
た
機
能
を
荷
担
す
る
コ
琵
で
あ
る
こ
と
を
見
田
す
こ
と

が
教
材
の
研
究
に
於
て
要
求
せ
ら
れ
る
必
婁
条
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
教

†
†

案
の
立
方
も
白
か
ら
異
っ
て
来
、
ま
た
一
言
一
句
に
対
す
る
注
意
も
自
然
に
変

っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
憲
、
八
一
～
八
二
．
へ
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
垣
内
先
生
は
、
教
材
機
構
の
問
題
と
関
達
し
て
、
板
び
お
上
び
学
習

帳
の
こ
と
に
、
実
践
の
技
術
学
上
の
問
題
と
し
て
二
昌
及
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
垣
内
先
生
は
、
「
理
会
」
の
問
題
を
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
「
理
会

と
い
う
問
題
は
読
方
こ
綴
方
の
教
育
に
於
て
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
重

要
な
課
題
で
あ
る
が
、
国
語
教
皇
に
於
け
る
事
象
と
し
て
は
『
理
会
の
循

環
』
と
い
う
方
が
よ
く
合
っ
て
居
る
。
『
わ
か
る
』
と
い
う
こ
と
の
『
う
ず
ま
き
』

の
中
に
国
語
教
育
の
生
々
と
行
わ
れ
る
有
様
を
目
の
前
に
現
わ
す
に
は
、
こ
ゝ

ま
で
つ
き
つ
め
て
調
っ
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
。
」
　
（
同
上
琶
九
五
．
へ
）
と

さ
れ
、
「
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
実
践
解
釈
学
の
面
か

ら
と
り
あ
げ
、
児
童
の
「
理
会
」
の
類
型
を
、
A
・
B
・
C
・
D
の
四
煩
に
分

け
て
説
き
・
「
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
に
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
に
応
じ
て
わ
か
ら
せ
る
よ

う
に
す
る
の
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
が
実
践
解
釈
学
の
問
題
で
あ

る
。
」
（
同
上
等
一
〇
l
・
へ
）
と
し
、
そ
の
実
践
解
釈
学
の
主
眼
は
、
「
受

持
の
児
童
を
十
分
に
読
方
の
勉
魂
に
目
覚
め
し
め
そ
れ
を
生
い
立
た
せ
、
且
つ

練
り
あ
げ
る
に
は
如
何
な
る
手
続
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
か
と
い
う
事
を
研

究
す
る
」
　
（
同
上
輿
一
〇
1
．
へ
）
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
芦
田
数
式
（
山
よ
み
、
∽
話
し
あ
い
、
刷
よ
み
、
細
か
く
㈲
よ

み
、
脚
と
く
、
の
よ
み
）
の
各
項
に
即
し
て
、
「
読
み
の
心
が
す
ご
さ
・
「
理

会
の
循
環
」
を
中
心
に
、
輿
践
技
術
学
的
分
析
を
試
み
、
読
方
教
育
に
つ
い
て

の
実
践
の
技
術
学
建
設
の
方
向
を
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
垣
内
先
生
は
、
「
事
象
が
理
念
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
理
念
が
事
象

に
上
り
て
決
く
さ
れ
る
理
念
と
事
象
と
の
関
係
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
実
践
の

技
術
学
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
〓
同
上
琶
一
三
七
．
へ
）
が
、
「
国

語
教
育
に
於
け
る
奨
践
の
技
術
学
を
組
織
し
且
つ
実
践
す
る
た
め
に
は
指
導
者

の
深
部
意
識
の
純
粋
な
内
省
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
同
上
雷
、
一
三

八
．
へ
）
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
垣
内
先
生
は
、
芦
田
数
式
に
対
す
る
諸
批
判
に
対
し
て
、
所
見
を

開
陳
さ
れ
、
単
純
化
さ
れ
合
理
化
さ
れ
た
芦
田
数
式
の
特
性
を
指
摘
し
っ
つ
、

「
こ
の
数
式
の
も
つ
重
要
な
特
性
は
、
限
・
耳
・
口
・
手
・
心
、
そ
の
全
体
性

を
訓
統
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
の
数
式
の
精
神
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
実
践
の
技
術
学
と
し
て
今
日
各
方
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
居
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る
生
理
学
的
、
心
理
学
的
或
は
社
会
学
的
、
同
時
に
哲
学
的
研
究
等
の
成
果
は

こ
の
単
純
化
さ
れ
た
、
簡
単
な
数
式
の
中
に
全
部
拉
み
込
ま
れ
て
居
る
よ
う

に
、
私
に
は
見
え
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
数
式
は
芦
田
先
生
多
年
の
教
壇
修

行
の
結
晶
で
あ
る
。
私
の
考
え
て
い
る
の
は
諸
精
神
科
学
に
於
て
研
究
さ
れ
て

居
る
も
の
を
如
何
に
し
て
国
語
教
育
の
実
践
に
生
か
す
か
、
と
い
う
こ
と
に
関

心
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
い
ろ
い
ろ
学
問
の
方
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
居
る

も
の
を
簡
単
に
五
到
と
い
皇
呂
菱
を
も
っ
て
綜
揺
す
れ
ば
、
こ
の
全
部
が
こ
の

数
式
の
結
晶
の
為
に
密
接
な
る
関
係
の
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

（
向
上
署
、
一
五
〇
ペ
）
と
述
べ
ら
れ
た
。
芦
田
数
式
の
実
践
的
特
性
を
明
確

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
方
教
育
の
自
立
性
の
問
題
を
論
じ
、
「
実
践
の
技
術

学
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
数
式
に
対
し
て
、
生
理
的
、
心
理
的
、
社

会
的
、
哲
学
的
に
考
え
ら
れ
る
各
方
面
か
ら
の
研
究
を
『
よ
み
』
の
一
点
に
集

中
す
る
だ
け
の
役
割
で
あ
る
。
如
何
に
し
て
こ
の
数
式
に
よ
っ
て
、
真
に
実
践

を
可
能
な
ら
し
め
る
か
、
真
に
実
践
の
目
的
を
達
す
る
か
、
．
と
い
う
こ
と
は
一

に
か
か
っ
て
こ
の
数
式
を
用
い
る
奇
人
』
に
あ
る
。
故
に
こ
の
数
式
に
つ
い
て

批
難
を
招
く
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
の
数
式
を
採
り
、
用
い
る

『
人
』
が
、
そ
れ
を
『
人
』
を
以
て
動
力
的
に
統
一
す
る
か
、
ど
う
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
す
く
な
く
と
も
こ
の
数
式
を
用
い
て
実
践
を
ど
こ
ま
で

も
徹
底
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
数
式
に
対
す
る
信
条
の
は
か
に
、
こ
の
実
践
に

つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
も
敬
虔
な
る
行
為
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
」

（
同
上
雷
、
一
七
二
．
へ
）
と
、
芦
田
数
式
を
支
持
し
、
そ
れ
を
実
践
に
よ
っ
て

深
め
て
い
く
は
あ
い
の
留
意
点
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

六

さ
て
、
壷
内
先
生
は
、
学
習
－
指
導
の
面
に
お
け
る
、
実
践
の
技
術
学
上
の

r

－
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問
題
と
し
て
、
読
方
教
育
に
お
け
る
「
事
象
論
理
」
の
問
題
を
と
り
あ
げ
ら
れ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
事
象
論
理
と
い
う
意
味
は
教
材
を
媒
介
と
し
て

児
童
の
学
習
と
、
指
導
者
の
増
導
の
問
に
か
も
し
出
さ
れ
る
作
用
を
貫
く
条
理

を
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
事
象
論
理
と
い
主
音
葉
で
現
わ
す
研
究
の

対
象
は
そ
う
し
た
事
象
で
あ
る
が
、
そ
の
事
象
の
中
を
通
っ
て
居
る
筋
道
は
l
何

で
あ
る
か
と
．
い
う
こ
と
は
決
し
て
明
白
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

こ
ゝ
に
読
方
教
育
の
事
象
論
理
と
し
て
聴
扱
う
問
題
は
単
な
る
読
方
教
育
に
つ

い
で
考
え
ら
れ
る
知
識
的
の
問
題
で
も
な
く
、
或
は
単
な
る
指
導
の
主
董
方
法

の
問
題
で
も
な
く
、
読
方
の
学
習
指
導
の
問
に
か
も
さ
れ
る
秩
序
を
明
か
に
し

よ
う
と
す
る
要
求
を
も
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
書
、
二
一
一
．
へ
）
と

述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
事
象
論
理
の
追
求
に
、
研
究
の
目
標
点
を
兄
い
だ
し
、
そ

こ
に
教
育
研
究
の
独
自
性
も
兄
い
だ
さ
れ
て
い
る
。

事
象
論
理
は
、
「
転
機
」
の
研
究
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
成
立
す
る
と
さ
れ

る
塩
内
先
生
は
、
「
転
機
」
　
（
た
と
え
は
製
陶
に
於
け
る
火
力
の
よ
う
に
、
文

章
に
お
い
て
は
言
葉
の
カ
と
い
う
べ
き
も
の
が
そ
の
閉
路
を
な
し
て
い
る
。
こ

れ
を
『
転
機
』
と
い
う
術
語
で
呼
ぶ
。
）
に
つ
い
て
、
芦
田
先
生
の
実
践
例
に

即
し
っ
つ
述
べ
ら
れ
、
「
芦
田
先
生
の
数
式
は
動
力
的
統
一
の
構
造
特
に
転
機

を
基
底
と
し
て
数
式
が
組
成
さ
れ
て
居
る
の
を
そ
の
特
性
と
す
る
。
」
　
（
同
上

書
、
二
三
〇
ペ
）
と
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
芦
田
先
生
の
授
業
に
つ
い
て
、

芦
田
数
式
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
沈
黙
の
決
層
か
ら
わ
き
起
こ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
論
註
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

七

▼
†

国
語
教
育
に
お
け
る
実
践
の
呪
力
は
、
内
面
的
動
力
に
も
と
づ
き
、
国
語
教

育
の
実
践
の
規
格
は
、
内
面
動
力
学
的
考
察
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
る
も
の
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▼

1

一

－

一

1

．

り

．

、

．

1

1
で
あ
る
と
玖
考
え
か
ら
、
山
内
先
生
丘
、
刀
川
先
生
の
実
践
に
お
け
る
内
面
動

力
的
体
荒
を
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

芦
田
先
生
の
三
つ
の
主
項
詔
U
、
「
拉
ケ
〃
堅
持
〓
大
正
5
年
4
月
2
1
日
、

育
英
哲
院
刊
）
、
「
第
二
胱
み
方
血
相
」
　
（
火
正
目
年
9
月
1
5
日
、
芦
田
書
店

刊
）
、
「
国
語
教
育
易
行
追
」
　
（
昭
舶
用
律
1
月
用
日
、
同
志
同
行
社
刊
」
「
第

三
読
み
方
教
授
」
と
も
呼
び
う
る
も
の
。
）
に
お
け
る
中
心
的
重
言
1
1
「
自

己
を
詑
む
」
、
「
師
弟
共
流
」
、
「
品
行
追
1
祝
綴
l
如
」
を
中
心
に
、
芦

・
田
先
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
言
が
、
そ
の
頃
踵
の
結
晶
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ

と
を
示
し
、
そ
の
特
只
を
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
．
て
、
芦
田
先
生
の
実
践
の
展

開
を
根
底
か
ら
跡
づ
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
実
践
の
精
神
・
理
念
と
し
て

「
和
敬
」
・
「
滑
寂
」
・
「
新
生
」
を
指
摘
し
考
察
さ
れ
た
。

「
、
／

垣
内
先
生
は
、
形
象
と
宴
に
閑
し
、
「
…
＜
謡
撃
の
内
面
に
、
一

方
に
は
『
と
』
を
解
釈
す
る
技
術
学
と
し
て
解
釈
学
を
立
て
一
方
に
は
『
と
』

の
内
面
に
於
け
る
表
現
作
用
を
研
究
す
る
表
現
学
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の

形
象
と
理
会
の
中
心
．
点
に
技
術
学
と
し
て
解
釈
学
と
表
現
学
を
立
て
る
の
は
私

マ
†

独
白
の
立
方
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
容
、
二
九
四
～
二
九
五
．
へ
）
と
述
べ
ら
れ
、

さ
ら
に
ま
た
、
「
唯
私
の
立
場
に
於
て
は
、
体
用
相
関
の
意
識
現
象
を
現
象
学

マ
†

的
に
考
案
す
る
た
め
に
国
語
教
室
に
実
際
に
現
れ
る
教
室
事
象
を
丹
念
に
記
鼓

し
事
象
論
理
を
追
究
し
て
放
密
に
研
究
し
な
い
で
は
私
の
学
問
的
良
心
が
許
さ

な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
一
挙
一
動
、
一
言
一
句
と
控
も
そ
の
事
象
を
担
え

て
そ
う
い
う
事
象
が
現
れ
て
来
る
も
の
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
る
の
で
あ
を
。
」
　
（
同
上
容
、
一
六
四
べ
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
、
教
材
研
究
・
学
習
・
指
導
を
中
心
と
す
る
、
垣
内
先
生
の
実
践
研
究

の
基
本
の
立
場
・
態
度
が
元
さ
れ
て
い
る
。

区
内
先
生
は
、
か
つ
て
　
「
望
川
の
力
」
へ
大
正
1
1
軋
5
月
g
日
、
不
老
閻

書
房
刊
）
に
お
い
て
、
芦
田
先
生
の
実
践
例
「
冬
景
色
」
を
、
セ
ン
テ
ン
ス
．

メ
ソ
ッ
ド
の
視
点
か
ら
、
明
確
に
分
析
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
「
冬
景
色
」
は
、

「
読
み
方
教
授
」
の
中
の
記
録
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
実
地
指
導
を
直
接
に
見

ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
芦
田
先
生
の
国
語
教
室
を
観
察
さ
れ
、
そ
れ
を

直
接
に
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
「
冬
景
色
」
分
析
か
ら

み
れ
ば
、
ず
っ
と
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
七
っ
い
て
は
、
垣
内
先
生

み
ず
か
ら
、
「
芦
田
先
生
の
教
壇
に
参
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
実
は
昭

和
七
年
二
月
末
日
以
来
で
あ
る
。
教
壇
行
脚
十
年
の
中
の
後
三
分
の
一
の
時
期

で
あ
る
。
（
中
略
）
こ
の
三
年
間
先
生
の
教
壇
に
参
与
し
得
る
こ
と
十
数
回
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
十
数
回
（
引
用
者
注
、
千
駄
ヶ
谷
、
田
辺
、
糸
魚
川
、
天
童
、

青
森
、
高
山
、
天
草
、
大
井
、
宇
和
島
、
戸
山
、
伊
勢
原
、
東
金
な
ど
）
の
実

際
の
御
授
業
を
拝
見
す
る
度
ご
と
に
、
私
と
し
て
は
心
ひ
そ
か
に
自
分
が
私
の

立
場
で
考
貞
て
来
た
こ
と
が
教
壇
の
上
に
あ
り
あ
り
と
出
て
居
る
よ
う
な
感
謝

を
も
っ
て
常
に
教
を
仰
い
で
居
っ
た
の
で
あ
る
。
」
　
へ
同
上
書
、
二
七
三
べ
）

と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。
芦
田
数
式
に
よ
る
、
円
熱
し
た
実
地
授
業
に
接
し
、
そ

の
実
践
の
特
質
や
と
ら
え
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、
国
語
教
育
の
実
践
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
、
発
展
的
に
探
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
学
理
と
実
地

と
の
合
致
を
見
る
感
銘
が
あ
り
、
自
己
の
所
論
の
具
現
さ
れ
た
実
地
指
導
に
接

し
、
そ
の
央
餞
の
根
本
を
徹
底
的
に
究
明
し
よ
う
と
す
る
熱
意
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
芦
田
恵
之
助
と
い
う
実
践
八
の
突
抜
的
人
格
と
そ
の
実
践
様
式
の
構
造
・

鵜
随
の
特
質
は
、
的
確
に
深
く
鋭
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

木
帯
「
国
語
教
育
講
話
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
実
践
の
技
術
学
」
は
、
す

べ
て
芦
田
先
年
な
ら
び
に
芦
田
先
生
に
底
樟
問
芸
に
つ
な
が
る
恵
雨
会
の
人
た

－411－
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ち
に
向
か
っ
て
な
さ
れ
た
講
演
で
あ
る
た
竺
で
き
る
だ
け
芦
田
先
生
の
爽
地

授
業
に
即
し
て
、
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
啓
張
的

な
も
の
と
い
う
よ
り
、
芦
田
先
生
の
実
践
営
為
に
触
発
さ
れ
て
、
垣
内
国
語
教

育
学
の
罠
開
・
深
化
を
ほ
か
ろ
う
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
「
実
践
の
技

術
学
」
と
い
う
学
問
研
究
へ
の
あ
た
ら
し
い
意
欲
が
つ
よ
く
燃
焼
し
て
い
る
。

「
教
材
－
学
習
－
指
導
」
を
対
象
と
し
て
、
精
細
に
論
究
し
っ
つ
、
多
く
の

精
神
諸
科
学
の
成
果
を
、
実
践
に
摂
取
吸
収
し
て
生
か
そ
う
と
す
る
垣
内
先
生

の
い
き
か
た
は
、
「
実
践
の
技
術
学
」
の
誕
生
を
要
謁
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

「
実
践
の
技
術
学
」
を
構
想
し
、
そ
の
見
通
し
を
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
、
芦

田
先
生
の
実
践
が
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
、
資
料
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

は
、
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
芦
田
数
式
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
つ
き
は
な

し
て
批
判
す
る
よ
り
も
、
そ
の
実
践
に
参
入
し
て
、
そ
の
内
田
を
洞
質
し
、
分

析
し
て
い
く
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
学
究
と
し
て
の
田
内
校
三

と
、
実
践
人
と
し
て
の
芦
田
恵
之
助
と
の
敬
愛
に
根
ざ
す
田
あ
い
が
見
ら
れ

る
0

形
象
と
理
会
と
は
、
垣
内
国
語
教
育
学
に
お
け
る
損
大
命
Ⅲ
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
根
太
命
題
を
ふ
害
え
つ
つ
、
「
形
象
」
を
追
求
し
、
m
衰
す
る
、
「
理
会

の
循
環
」
と
し
て
、
異
践
塾
敦
を
克
明
に
観
察
し
、
そ
の
卯
蟻
印
頂
を
内
的
秩

序
と
統
一
に
お
い
て
、
と
ら
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
m
内
先
生
の
恕
向
さ

れ
た
「
実
践
の
技
術
学
」
が
あ
？
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
拍
考
を
交
え
る
現
象

学
的
な
み
か
た
と
、
内
省
的
方
法
と
に
は
、
東
洋
的
な
性
柘
も
い
ち
じ
る
し
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形
式
・
内
容
の
二
元
対
立
の
国
語
教
育
を
、
一
元
の
も
の
に
高
め
て
い
く
こ

と
は
、
転
属
国
語
教
育
学
の
大
き
い
目
標
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
実
践
の
技
術

学
」
に
お
．
い
て
も
、
そ
の
一
元
の
至
純
な
国
語
教
育
を
希
求
し
て
の
構
築
が
考

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
昭
和
3
4
年
9
月
1
7
日
初
稿
、
昭
和
3
6
年
1
2
月
1
8
日
成
稿
）

～
広
島
大
学
教
育
学
部
助
教
辞
T
－
1
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